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研究成果の概要（和文）：本研究では、照応関係を持つことができる日本語の言語表現について調査を行った。
特に、従来の束縛理論を見直すために、照応に関連する様々な言語表現を調査対象に含めた。具体的には、(i)
「そんなに」の否定極性表現としての用法と束縛代名詞に関する性質、(ii)「そう」などの代用形の性質、
(iii)複数の指示対象が存在する場合の交差現象、(iv)数量表現の照応用法などについて、それぞれ詳細な調査
を行なった。これらのトピックは、従来の束縛理論の枠組みではあまり議論されていないが、照応関係を持ち得
る言語表現を多角的な観点から分析することで、照応という言語現象の新しい側面を明らかにすることができ
た。

研究成果の概要（英文）：This study investigated anaphoric expressions in Japanese. I examined 
various types of anaphoric expressions to review the nature of the binding theory. Research topics 
include (i) the use of "sonnani" as a negative polarity item and its relation to bound pronouns, 
(ii) properties of the preform "soo," (iii) crossover phenomena in the presence of multiple 
antecedents, and (iv) the anaphoric use of measure phrases. These topics have not received much 
attention in the literature. The present study, however, aimed to contribute to the understanding of
 the nature of anaphoric expressions by analyzing them from different angles.

研究分野：言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
照応関係を持つ言語表現は、ヒトの言語に広く一般的に観察されている。本研究では、日本語における様々な照
応表現に着目し、その性質について詳細な分析を行った。この研究を通して得られた成果は、他の言語との比較
を行うことで、今後さらに通言語的な研究に発展することが期待される。また、日本語を母語としない研究者に
も理解できる形で、日本語の照応表現について詳細な分析結果をまとめたことにより、海外の研究者が、日本語
の照応表現を比較対照研究のテーマに選びやすくなるという学術的な意義も期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 生成文法の枠組みでは、束縛理論と呼ばれる理論のもと、照応表現や代名詞などの指示対象を
持つ名詞表現について、その指示対象を決定するためのメカニズムが分析されてきた。これらの
名詞表現は、言語の階層構造についての証拠を提供することから、統語的なテストとしても広く
使用されている。また、名詞の指示対象を決定するためのメカニズムは、ヒトの言語システムを
理解するうえでも重要であり、関連する名詞表現の性質を調査することで、ヒトが持つ言語能力
の一般的な性質が理解できる可能性がある。このため、束縛理論に関連する言語表現は、現在で
も理論言語学の中で、大きな研究テーマになっている。 
 しかし近年では、複数の言語において束縛理論が検討された結果、関連する名詞表現を使った
統語的なテストのいくつかに関して、母語話者の容認性判断の揺れが存在することが指摘され
ている。また言語によって、照応表現や代名詞などの名詞表現の分類に、細かな違いが存在して
いることが、明らかになっている。このような学術的背景を踏まえ、本研究は、日本語における
照応表現や代名詞について、より幅広く質の高い言語データを収集し、それらの言語表現につい
て、既存の理論的分析を見直すことを目指した。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、代名詞やその他の代用形を含めた、照応関係を持つことができる名詞表現の
性質を調査し、生成文法の枠組みにおいて提案されている束縛理論のシステムを再検討するこ
とである。特に、これまで既存の研究で検討されてきた照応表現の言語データだけでなく、先行
研究ではあまり取り上げられてこなかった名詞表現も調査対象に含め、新たに文献調査や質問
調査などを行い、収集したデータを体系的にまとめることを目指した。理論言語学の中でも、特
に生成文法の分野では、いくつかの限られた言語データをもとに、理論を構築する手法が取られ
てきた。異なる種類の照応表現を調査し、多角的に照応という言語現象を調査する本研究の手法
は、束縛理論に関連する言語表現について、新たな見識を与えることが期待される。 
 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では主に文献調査や面談質問調査（対面、及びオンライン）を用いて、照応関係を持つ
ことができる名詞表現の性質を分析した。照応表現に関する言語データを質問調査で集める際
には、名詞の指示対象に関する、専門的な容認性判断が必要となる。このため、本研究の質問調
査では、アメリカのコネチカット大学の言語学を専攻している大学院生や若手研究者など、専門
的な知識を持つ母語話者から、言語表現の容認性判断に関するデータを収集した。本研究では主
に照応関係を持つ日本語の言語表現について調査を行ったが、データの収集に関しては、日本語
以外の言語についても言語データを集めた。 
 また、質問調査に加えて、既存の論文や出版物についての文献研究も行った。この際、英語で
執筆された論文や出版物の他に、日本語学や国語学の文献なども対象とし、網羅的に調査を行っ
た。生成文法の分野では、日本語学や国語学で蓄積されてきた膨大な知見を、積極的に取り扱っ
た研究がまだ多くはない。本研究では、日本語学や国語学の文献についても調査し、関連する言
語データを体系的に整理した。 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究では、照応関係を持つことができる日本語の言語表現について調査を行った。特に、従
来の束縛理論を見直すために、照応に関連する様々な言語表現を調査対象に含めた。具体的には
(i)「そんなに」の否定極性表現としての用法と束縛代名詞に関する性質、(ii)「そう」などの代用
形の性質、(iii)複数の指示対象が存在する場合の交差現象、(iv)数量表現の照応用法について、そ
れぞれ調査を行なった。以下では、それぞれの研究トピックについての研究成果を説明する。 
 
(i) 「そんなに」の否定極性表現としての用法と束縛代名詞に関する性質 
 指示表現を含む「そんなに」の否定極性表現としての用法を調査し、「その」や「それ」など
の、束縛代名詞として解釈できる指示表現のみが、否定極性表現として使用できることを指摘し
た。また同様のパターンは、英語の"all that"のような指示表現を含む構文にも観察されることを
踏まえ、指示表現が束縛され得るかどうかという性質と、その指示表現が否定極性表現として使
用可能であるかどうかが、通言語的に相関している可能性を示唆した。この研究成果をもとに国
際学会で口頭発表を行い、国内外の研究者から専門的なコメントなどを得ることができた。 



 
(ii) 「そう」などの代用形の性質 
 日本語の述部や命題を先行詞として選択する代用形「そう」の性質について調査を行った。ま
ず「みたい」や「よう」などの助動詞と共起する「そう」と省略現象の分布を詳細に調査し、こ
の代用表現が、異なる構成素を先行詞として選択していると主張した。具体的には、助動詞「み
たい」が補部に Tense Phraseを選択するのに対し、「よう」は Finite Phraseを選択しているという
分析を提案した。この分析は、証拠性を表現する助動詞の中で、「みたい」よりも「よう」の方
が、構造上より大きな構成素を選択することを示している。助動詞と共起する「そう」の性質に
ついては、理論的な先行研究があまりなく、この現象についての詳細な分析を進めた点が、この
研究の新規性である。 
 また、動詞句を先行詞とする場合の代用形「そう」と省略の分布についても、詳細な分析を行
った。顕在的な代用形と省略の使用条件を精査することで、重複表現を避ける際に使用されるこ
れらの表現が、それぞれに異なる役割を持っていることを明らかにした。具体的には、先行詞と
して解釈される動詞句の中に、主要部としての動詞が残っているか残っていないかが、代用形と
省略の使用条件を決めていると主張した。 
 
(iii) 複数の指示対象が存在する場合の交差現象 
 照応表現はその指示対象を決める際に、別の表現の指示対象に依存するという性質が備わっ
ているが、指示対象を持つ言語表現が文中に複数現れた場合、それらの表現と照応表現の語順に
関して、制約があることが知られている。そのような制約の一つである交差現象に関して、本研
究では、複数形の代名詞が関わる例文を調査し、新たな分析を提案した。具体的には、近年の生
成文法理論ではその存在が棄却されている指標の概念を再検討し、指標についての意味的な条
件を仮定することで、日本語の交差現象に関する言語表現の容認性判断が、正しく説明できると
主張した。また、本研究の成果を踏まえ、指標を用いた束縛理論の意義についても議論を行った。 
 
(iv) 数量表現の照応用法 
 日本語の類別詞を含む数量表現の照応用法について、先行研究の内容を踏まえ、新たに理論的
な分析を行った。まず、日本語における数量表現の照応用法について、その使用条件を明らかし
にした。その後、問題となる照応用法と同じ性質を示す構文を、オランダ語、ハンガリー語、ア
イルランド語、中国語、マルタ語、スペイン語などで調査した。複数の言語を日本語と比較する
ことで、問題となる照応用法が、通言語的に共通して持っている性質を明らかにした。 
 具体的な分析としては、日本語を含む複数の言語において、照応用法の場合には、数量表現が
発音されない名詞を修飾していると主張した。また、照応用法の意味は、その発音されない名詞
と、それに付随する代名詞から生じているという分析を提案した。発音されない名詞表現の証拠
として、数量表現に本来接続しない接辞が、照応用法の場合には現れることを、複数の言語のデ
ータをもとに示した。数量表現の照応用法については、通言語的な調査がこれまであまり進んで
おらず、その点において、本研究は学術的な重要性を持っている。 
 
 上記(i)、(ii)、(iii)、(iv)のような、照応関係を持つことができる様々な言語表現を詳細に分析す
ることで、本研究では、照応という言語現象の本質を多角的に再検討した。今後の研究では、こ
の研究成果を踏まえ、束縛理論に代表されるような、照応についてのより一般的な言語システム
を、さらに明らかにしていく予定である。 
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